
 

CYME 
Power Engineering Software and Solutions 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分散型エネルギー資源

（DER）の配備が加速する

と、配電事業者には新たな

難題が生じます。大量の連

系アプリケーションを処理

することや、新しい設備の

それぞれが配電系統に与

える影響を評価することに

は、それに特化したリソー

スやツールが必要です。

CYMEの「DERの影響評

価」モジュールは、一連の

反復的で時間の掛かる、間

違いを起こしやすい検証作

業を自動化することにより、

エンジニアが電源連系シス

テムの影響調査を、数時間

ではなく、数分で実施でき

るようにします。 

 

DERアプリケーションが合理化

された連系プロセスから逸脱し

ていれば、エンジニアはさらに技

術的な解析を実施し、何らかの

弊害が存在していないか確認し

て、存在する場合は、適切な軽

減策を決定する必要がありま

す。この作業には、一連の負荷

と電源のシナリオについて多数

の検証が必要になるため、成し

遂げるには数日ではないにして

も、数時間はかかります。 

この連系プロセスを加速させる

ために、CYMEの「DERの影響

評価」モジュールでは、いくつか

の基準ベースの検証と多数のシ

ナリオを組み合わせた包括的な

系統影響スタディを自動で実行

し、異常状態があれば警告を発

します。 

 

このモジュールによって、解析の

ステップごとに必要な手作業が

最小限まで削減されるため、直

ちに生産性が向上します。この

モジュールでは、設備は簡略ま

たは詳細モデルを使用します

が、系統の負荷状態（例えば、ピ

ーク負荷、最小負荷）と最小およ

び最大の DER寄与度（例えば、

0%、100%）は、すべてシミュレー

ションパラメータとして定義して

いるので、それらを組み合わせ

て様々なスタディケースを作成

することが可能です。次に、統制

された負荷潮流解析が各シナリ

オについて実行され、定常状態

電圧、過渡電圧変動（フリッカ

ー）、熱的過負荷、および逆潮流

に関して、系統への影響が評価

されます。 

 

包括的な一連の色分けされた要

約レポートと詳細レポートによっ

て、問題を迅速に特定すること

や、それらの重大度を簡単に理

解することが可能です。面倒な

ことのすべてに対処する CYME

の「DERの影響評価」モジュー

ルは、エンジニアを本当に大切

なことに集中させてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

電源の連系スタディを数回のマウスクリックで実施 
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様々なシミュレーションパラ

メータを用いて解析の方法

論を確立し、後はソフトウェ

アに任せる 

シナリオ 

シナリオは、様々な系統負荷状

態を最大および最小の DER寄

与度と組み合わせる形で作成さ

れます。 

 負荷倍率や負荷モデルを用い

た負荷状態の定義 

 解析範囲に 1つまたは複数の

DER設備を組込 

 共通接続点（PCC）の自動検出

または手動選択 

 発電機の定格電力、インバー

ター定格、または有効電力生

成のパーセンテージとして、

DERの最小および最大寄与度

を調整 

検証 

一連の基準に基づく、調整可能

な限界値を用いた検証が、各シ

ナリオに対して実施されます。 

 定常状態電圧：全体または電

圧範囲（LV、MV、HV）別に適

用できる、ユーザー定義の過

電圧リミットおよび不足電圧リ

ミットに基づく検証 

 発電量の急変化（最大から最

小、最小から最大）に起因した

電圧変動：電圧レベル別およ

び PCC位置で設定できる、ユ

ーザー定義の限界値に基づく

検証 

 監視対象機器の熱的負荷：機

器のタイプ別に設定できる、ユ

ーザー定義の限界値に基づく

検証 

 監視対象機器（電圧調整器、

負荷時タップ切替装置など）を

流れる逆潮流 

 発電量の最小寄与から最大寄

与への上昇：ユーザー定義の

増分による検証 

 力率の最小値から最大値への

上昇：ユーザー定義の増分に

よる検証 

結果 

解析結果は、一連のレポートの

形式で出力されます。これらは、

簡潔かつ直感的な色分け表示

を用いて、違反を分かりやすくハ

イライトします。 

 要約レポート：シナリオごとに

最も重大な連系の影響につい

ての概要を示します。 

 定常状態レポート：系統の最小

および最大の定常状態電圧

を、電圧調整器のタップ位置と

切替可能なコンデンサバンク

の状態とともに詳述します。 

 電圧変動レポート：発電量が急

増および急減した場合の結果

を提示します。 
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Eatonは登録商標です。 

 

他のすべての商標は、各社の所有物です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弊社のソーシャルメディアをフォローして、最

新の製品・サポート情報を入手してください。 

 

http://www.eaton.com/cyme

